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１．執筆要領に従っている。 

２．先行研究を的確に踏まえている。 

３．学問上の位置づけが明確である。 

４．研究の目的と課題が明確である。 

５．研究方法を適切に展開している。 

６．内容に独創的な知見がある。 

７．論理の展開に一貫性がある。 

８．実証的考察を展開している。 

９．概念や用語の使用が適切である。 

10．文章の内容と構成が適切である。 

11．表題と内容が一致している。 

12．引用や注釈の仕方が適切である。 

13．図表が本文と適合している。 

14．図表の体裁等が適切である。 

15．付録が本文に即して適切である。 

16．研究倫理上の問題がない。 


